
長 野 県 南 箕 輪 村

大芝高原みんなの森 
多様性の森づくりプロジェクト

この事業は、環境省支援証明書制度の対象です。



南箕輪村イメージキャラクター
　　　　　「まっくん」
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01 南 箕 輪 村 の 紹 介

長野県　南箕輪村
長野県の南部に位置し、車で東京都からは約３時間、
愛知県名古屋市からは約２時間、大阪府からは約４時間。

■人口数長野県の村１位
人口16,005人（2026年1月1日時点）

■移住者の割合73.3％

■長野県で最も若い村
65歳以上人口の割合24.0％（2025年10月1日時点）



02 プロジェクト実施の背景① 認定サイト「大芝高原みんなの森」のいいところ

３．地域住民によって育てられた
　　ストーリーのある森

２．多様な動植物がいる森

１．駐車場から徒歩30秒で行ける平地林

→ウォーキングなど日常的な利用が多い
　都市公園に隣接しており、観光客も訪れる

→シカの食害がなく、多様な植生がある
　野鳥やリスなどの生き物にも出会える
　2025年9月自然共生サイト認定

→現在も学校林作業や植樹祭などを実施

村政150周年記念
映像はこちらから
視聴できます！



02
プロジェクト実施の背景② 松枯れによるアカマツ消滅の危機

村では「大芝高原森林づくり実施計画」を策定。ア
カマツの伐採と自然の力（天然更新）を生かした多
様性の森づくりを進めていくことを決定。

年間約4000万円の予算を計上し、アカマツを伐採中

アカマツ伐採後の森の様子。多様な広葉樹を育成中
伐採したアカマツは学習机やおもちゃへ加工し、村民へ還元

毎年200本以上が枯れており、2019年の
調査では2030年には壊滅的な状況になる
との報告。 しかし、必要な予算が多くアカマツ伐採が2030年

までに間に合わない…



03 プロジェクト概要　大芝高原みんなの森多様性の森づくりプロジェクト

「大芝高原みんなの森」の
アカマツ伐採を加速化

アカマツ伐採後のエリアにおいて、
下草刈りや植樹を実施

地域住民と協働で行う活動に
必要な資機材を購入

寄 付 金

①アカマツ伐採 ②多様性の森づくり
③地域住民参加の
環境整備活動



03 プロジェクト概要　大芝高原みんなの森多様性の森づくりプロジェクト

持続可能な地域づくり
村財政への寄与

ネイチャーポジティブ
への貢献

多様な森の利用
ウェルビーイング

松枯れ被害の拡大防止 森林利用者の安全確保 ニーズにあった森の実現
多様な生き物、

生物多様性の向上

100年先も多様な生き物、多様な人が集まる「大芝高原みんなの森」を実現

①アカマツ伐採 ②多様性の森づくり
③地域住民参加の
環境整備活動

寄 付 金



04 支援企業さまへのメリット

②支援による効果の”見える化”に対応
支援を受けて行った実施事業について、村のウェブサイトや村報へ企業名とともに掲載します。
また社外・社内広報用に写真やデータを提供します。
自然共生サイトへの支援を公的に認定する「支援証明書」を環境省から発行してもらうことも可能です 。

③環境保全と人材育成を同時に実現
子どもたちを含む地域住民参加の環境整備活動を支援することで、将来の企業人材への投資につながります。
また寄付額によって、社員研修や福利厚生の一環として行う森林体験プログラムを提供します。

④村長から感謝状の贈呈（寄付額に応じて）
村長より直接感謝状をお渡しします。

①税制優遇と社会貢献を両立
国の認定を受けた生物多様性保全の取り組みへ、税制優遇措置を受けながら支援ができます。

・体験プログラム例
　植樹作業
　森林セラピー



ご 視 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た ！

長 野 県 南 箕 輪 村

担 当 ： 観 光 森 林 課

１ ０ ０ 年 の 森 づ く り に 一 緒 に 取 り 組 み ま せ ん か ？


